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十
月
二
十
七
日
、
神
言
修
道
会
が
日
本
に
お
け
る
宣
教
活
動
を
開
始
し
て

一
〇
〇
年
と
な
る
節
目
の
年
に
、
最
初
の
宣
教
地
で
あ
っ
た
秋
田
の
地
で
、

記
念
の
感
謝
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。

感
謝
ミ
サ
は
九
時
三
十
分
か
ら
秋

田
教
会
で
駐
日
教
皇
大
使
ア
ル
ベ
ル

ト
・
ボ
ッ
タ
ー
リ
・
デ
・
カ
ス
テ
ッ

ロ
大
司
教
、
レ
オ
ン
・
カ
レ
ン
ガ
参

事
官
を
迎
え
て
、
菊
地

功
司
教
司

式
三
〇
人
の
司
祭
共
祭
で
盛
大
に
執

り
行
な
わ
れ
た
。

秋
田
地
区
信
徒
を
は
じ
め
山
形
・

新
潟
・
新
発
田
・
長
岡
地
区
信
徒
や

長
崎
・
名
古
屋
・
東
京
か
ら
の
巡
礼

団
が
参
加
し
て
二
〇
〇
人
を
超
え
る

人
々
で
こ
の
日
を
祝
っ
た
。

市
�
英
昭
神
言
修
道
会
日
本
管
区

長
は
ミ
サ
説
教
で
、
来
日
一
〇
〇
年

を
迎
え
た
こ
れ
ま
で
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
神
の
は
か
ら
い
に
感
謝
を
さ

さ
げ
、
一
九
〇
七
年
九
月
八
日
無
原

罪
の
聖
マ
リ
ア
の
祝
日
に
横
浜
港
に

上
陸
し
た
三
人
の
神
言
会
員
（
チ
ェ

ス
カ
、
ウ
ェ
イ
グ
、
ゲ
ル
ハ
ル
ド
の

三
神
父
）
か
ら
始
ま
っ
た
神
言
会
日

本
管
区
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
祈

り
に
よ
っ
て
「
神
の
こ
と
ば
」
に
ふ

れ
て
癒
や
さ
れ
て
新
し
く
さ
れ
、
宣

教
に
か
り
た
て
ら
れ
た
宣
教
者
に
学

び
「
神
の
こ
と
ば
」
の
宣
教
に
ま
い

進
し
よ
う
と
全
員
に
呼
び
か
け
た
。

ミ
サ
閉
祭
後
同
聖
堂
で
、
神
言
会

司
祭
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ッ
プ
ル
神
父

の
基
調
講
演
「
神
言
会
日
本
管
区
の

一
〇
〇
年
の
歩
み
」
で
神
言
会
来
日

か
ら
現
在
ま
で
の
日
本
管
区
の
宣
教

活
動
の
歴
史
と
将
来
に
む
け
て
の
課

題
と
展
望
が
語
ら
れ
た
。

会
場
を
移
し
て
の
祝
賀
会
で
は
、

聖
霊
会
シ
ス
タ
ー
達
に
よ
る
コ
ー
ラ

ス
の
リ
ー
ド
で
、
二
〇
〇
人
の
全
員

が
に
ぎ
や
か
に
唱
っ
て
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
。

教
皇
大
使

２２
小小
教教
区区
でで
主主
日日
ミミ
ササ
をを
ささ
ささ
げげ
るる

土
崎
教
会
で
十
月
二
十
八
日

教
皇
大
使
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ

タ
ー
リ
・
デ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
大
司
教

は
十
月
二
十
八
日
九
時
三
十
分
か
ら

秋
田
市
の
土
崎
教
会
（
主
任
・
飯
野

耕
太
郎
神
父
／
秋
田
地
区
）
で
司
式

し
て
主
日
ミ
サ
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

七
〇
人
を
超
え
た
信
徒
が
祈
っ
た
。

教
皇
大
使
は
日
本
語
の
習
得
に
務

め
て
お
ら
れ
、
ロ
ー
マ
字
の
テ
キ
ス

ト
を
使
い
な
が
ら
し
っ
か
り
し
た
日

本
語
で
司
式
さ
れ
、
英
語
の
説
教
は

通
訳
を
菊
地
司
教
が
務
め
ら
れ
た
。

ミ
サ
中
の
祝
福
は
飯
野
神
父
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
快
く
応
え
て
く
だ
さ

り
、
ミ
サ
に
参
加
し
た
一
人
ひ
と
り

に
個
別
に
祝
福
を
く
だ
さ
れ
た
。

ミ
サ
後
の
信
徒
会
館
で
の
茶
話
会

で
は
女
性
の
信
徒
グ
ル
ー
プ
「
な
ん

ち
ゃ
っ
て
シ
ス
タ
ー
ズ
」
が
美
し
い

歌
声
を
披
露
し
、
コ
ー
ラ
ス
に
触
発

さ
れ
た
の
か
、
大
使
は
サ
ン
タ
ル
チ

ア
や
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
な
ど
イ
タ
リ
ア

歌
曲
を
ソ
ロ
で
熱
唱
さ
れ
て
喝
采
が

や
ま
な
か
っ
た
。

表
町
教
会
で
十
一
月
四
日

教
皇
大
使
は
十
一
月
四
日
十
時
十

五
分
か
ら
長
岡
市
の
表
町
教
会
（
主

任
・
ブ
ル
ー
ノ
・
フ
ァ
ブ
リ
神
父
／

長
岡
地
区
）
で
表
町
と
福
住
両
教
会

の
信
徒
多
数
が
参
加
し
て
主
日
ミ
サ

を
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

ミ
サ
に
は
教
会
か
ら
４０
キ
ロ
程
の

と
こ
ろ
に
あ
る
国
際
大
学
（
南
魚
沼

市
国
際
町
）
か
ら
も
留
学
生
が
参
加

し
て
、
ミ
サ
後
の
茶
話
会
で
は
ル
ワ

ン
ダ
か
ら
の
留
学
生
は
コ
ン
ゴ
出
身

の
カ
レ
ン
ガ
参
事
官
と
懐
か
し
そ
う

に
話
し
合
う
な
ど
和
や
か
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
さ
れ
た
。

リリ
アア
リリ
テテ
ィィ
のの
ああ
るる
信信
仰仰

信
仰
は
常
に
具
体
的
で
あ
っ
て

「
今
」
を
生
き
て
い
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
と
思
い
ま
す
。「
現
在
」
に

は
成
功
も
失
敗
も
ど
ち
ら
の
「
可
能

性
」
も
未
知
な
る
も
の
と
し
て
あ
る

で
し
ょ
う
が
、「
過
去
」
に
は
成
功

と
失
敗
は
現
実
と
し
て
存
在
し
た
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
「
実
在
の
記
憶
」

が
あ
る
だ
け
で
、
あ
ら
た
な
「
可
能

性
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
分
か
り
切
っ
た
記
憶
の
中

に
漂
っ
て
い
る
方
が
安
心
で
あ
る
の

は
確
か
で
す
か
ら
、
軸
足
を
過
去
に

踏
み
入
れ
て
お
い
た
方
が
、
失
敗
が

な
い
よ
う
な
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
冒
険
が
出
来
ま
せ
ん
。

過
去
は
も
う
存
在
し
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
軸
足
を
置
く
こ

と
が
出
来
る
な
ど
と
い
う
勘
違
い
を

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

信
仰
も
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
け
れ

ば
単
な
る
趣
味
の
世
界
の
出
来
事
に

し
か
過
ぎ
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。ご

自
分
に
と
っ
て
、
イ
エ
ス
は
リ

ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
存
在
し
て
い
ま

す
か
。

神
は
ご
自
分
と
共
に
、「
今
」
を

生
き
て
い
ま
す
か
。

「
今
」を
生
き
て
い
な
い
信
仰
は
、

そ
の
存
在
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
て

い
な
い
神
へ
の
信
仰
は
、
ま
だ
ま
だ

育
て
て
い
く
余
地
が
大
き
く
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
潟
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

司
教
の
日
記
（
九
月
二
日
付
）
か
ら
転
載

聖霊会シスターの合唱
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教
皇
大
使
小
教
区
で
共
に
祈
る

神 言
修道会

来来
日日
一一
〇〇
〇〇
周周
年年
記記
念念

秋
田
で
感
謝
ミ
サ

教皇大使を囲んで
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十
一
月
三
日
、
新
潟
教
会
（
主
任
・
大
瀧
浩
一
神
父
／
新
潟
地
区
）
は
教

皇
大
使
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
タ
ー
リ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
大
司
教
、
レ
オ
ン
・
カ

レ
ン
ガ
参
事
官
を
迎
え
て
献
堂
八
十
周
年
を
記
念
し
た
菊
地

功
司
教
司
式

の
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。

十
一
時
開
式
の
記
念
ミ
サ
に
は
市

�
英
昭
神
言
修
道
会
日
本
管
区
長
を

は
じ
め
二
十
三
人
の
司
祭
団
に
二
六

〇
人
を
超
す
教
区
内
外
の
修
道
者
、

信
徒
が
集
ま
っ
て
聖
歌
隊
の
歌
う

デ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
を
は
じ
め
喜
び
と
感
謝

の
歌
声
が
大
聖
堂
に
満
ち
み
ち
た
。

菊
地
司
教
は
ミ
サ
説
教
で
、
い
ま

か
ら
一
〇
〇
年
前
一
九
〇
七
年
に
神

言
会
の
三
人
の
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
が

初
め
て
日
本
に
そ
れ
も
当
時
の
秋
田

に
派
遣
さ
れ
、
厳
し
い
状
況
の
も
と

に
あ
り
な
が
ら
各
地
に
宣
教
の
種
を

ま
き
続
け
、
八
〇
年
前
に
そ
の
宣
教

師
の
一
人
チ
ェ
ス
カ
師
の
指
導
の
も

と
で
こ
の
大
聖
堂
が
献
堂
さ
れ
た
歴

史
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
呼

び
か
け
た
。

「
い
ま
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い

よ
う
な
困
難
の
中
で
宣
教
師
た
ち
が

こ
れ
ほ
ど
の
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
第
一
に
は
福
音

宣
教
へ
の
熱
意
で
あ
り
、
第
二
に
は

協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
信
徒
の

方
々
の
存
在
が

あ
っ
て
、
聖
堂
を

建
て
よ
う
と
い
う

意
気
込
み
が
宣
教

師
に
も
信
徒
共
同

体
に
も
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
想
像
さ

れ
ま
す
。

い
ま
こ
の
聖
堂

を
受
け
継
い
で
い

る
私
た
ち
に
は
、

聖
堂
に
ふ
さ
わ
し

い
意
気
込
み
を

持
っ
た
共
同
体
を

こ
こ
に
存
在
さ
せ

て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

八
十
年
前
の
宣
教
師
や
信
仰
の
先

達
た
ち
の
意
気
込
み
を
受
け
継
ぐ
力

の
あ
る
共
同
体
を
存
在
さ
せ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

神
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
聖
堂
は
、
生

き
生
き
と
し
た
力
あ
る
共
同
体
の
存

在
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

福
音
宣
教
の
わ
ざ
と
し
て
、
共
同

体
を
強
め
て
い
く
努
力
を
し
ま
し
ょ

う
」。新潟

教
会
は
献
堂
記
念
行
事
期
間

を
九
月
八
日
聖
マ
リ
ア
誕
生
の
祝
日

か
ら
十
一
月
二
十
五
日
の
王
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
の
祭
日
ま
で
と
し
て
、
九

月
八
日
に
記
念
の
典
礼
講
演
会
「
ミ

み
つ
る

サ
を
生
き
る
」（
白
浜

満
神
父
／

福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院
）

を
開
催
し
、
十
一
月
三
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の
二
週
間
写
真
約
二
〇
〇
枚

に
よ
る
教
会
の
あ
ゆ
み
写
真
展
を
、

十
一
月
十
六
、
十
七
日
に
は
築
八
十

年
の
聖
堂
と
一
九
二
九
年
に
設
置
さ

れ
た
国
内
に
は
二
番
目
に
古
い
と
い

わ
れ
る
約
八
十
年
の
歴
史
を
も
つ
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
記
念
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
、
市

民
に
教
会
へ
の
来
訪
を
呼
び
か
け

た
。

九
月
十
七
日
、
土
崎
教
会
（
主
任
・
飯
野
耕
太
郎
神
父
／
秋
田
地
区
）
と

土
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
は
こ
と
し
創
立
５０
周
年
を
迎
え
て
感
謝
ミ
サ
を
さ

さ
げ
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

当
日
、
秋
田
県
内
は
集
中
豪
雨
で

あ
っ
た
が
十
時
か
ら
の
感
謝
ミ
サ
に

は
二
〇
〇
人
を
超
す
信
徒
達
で
聖
堂

は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
入
り
き
れ
な

い
人
は
小
聖
堂
で
の
ミ
サ
参
加
と

な
っ
た
。

菊
地
司
教
を
は
じ
め
神
言
会
日
本

管
区
の
ブ
ル
ー
ノ
副
管
区
長
や
高

薮

修
神
父
（
花
園
）、
マ
リ
オ
神

父
（
高
田
）、
本
間
研
二
神
父
（
鶴

岡
）、
秋
田
地
区
内
の
全
司
祭
な
ど

十
四
人
の
司
祭
団
共
同
司
式
の
ミ
サ

と
な
っ
た
。

ホ
テ
ル
に
移
っ
た
祝
賀
会
で
は
、

園
児
た
ち
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
合

唱
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
幼
稚
園
保
護

者
の
コ
ー
ラ
ス
、

聖
歌
隊
「
な
ん

ち
ゃ
っ
て
シ
ス

タ
ー
ズ
」
の
素
晴

ら
し
い
女
性
コ
ー

ラ
ス
が
披
露
さ
れ

て
、
青
年
た
ち
の

器
楽
演
奏
が
あ
っ

て
最
長
老
の
ミ
ュ

ラ
ー
神
父
（
能
代

教
会
）
が
独
唱
で

花
を
飾
り
、
参
列

者
全
員
に
よ
る

ア
ー
メ
ン
ハ
レ
ル

ヤ
の
大
合
唱
で
閉

幕
し
た
。

八
月
十
七
、
十
八
の
両
日
、
新
潟

市
内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
教
区
カ
ト

リ
ッ
ク
保
育
者
研
修
会
が
開
か
れ

た
。
こ
と
し
３７
回
目
と
な
る
研
修
会

に
は
一
三
〇
人
を
超
え
る
教
区
内
の

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
や
保
育
園
の
園

長
や
職
員
な
ど
が
参
加
し
た
。

研
修
会
テ
ー
マ
は
「
か
け
が
え
の

な
い
一
人
ひ
と
り
を
育
む
」
で
、
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
な
ど
で
働
く
者
と

し
て
の
共
通
認
識
を
新
た
に
す
る
二

日
間
で
あ
っ
て
、
一
日
目
は
新
潟
大

学
教
授
時
代
に
附
属
幼
稚
園
長
で

あ
っ
た
間
藤

侑
さ
ん
（
新
潟
青
陵

大
学
教
授
）
の
「
個
を
尊
重
し
た
幼

稚
理
解
」
の
テ
ー
マ
で
具
体
的
な
幼

児
教
育
に
つ
い
て
体
験
を
と
お
し
て

の
講
演
。

二
日
目
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

の
話
し
合
い
と
そ
の
発
表
。
最
後
に

ミ
サ
を
さ
さ
げ
て
閉
会
し
た
。

昨
年
十
一
月
、
司
教
団
の
学
校
教

育
委
員
会
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
」

と
題
し
た
文
書
を
二
部
構
成
で
作
成

し
た
。
一
部
は
経
営
に
携
わ
っ
て
い

る
人
た
ち
に
向
け
て
、
も
う
一
部
は

実
際
に
保
育
に
携
わ
る
教
職
員
向
け

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

危
機
的
現
状
を
指
摘
し
、
将
来
へ

の
十
分
な
備
え
を
求
め
、
意
識
と
機

構
の
改
革
を
促
す
文
書
で
あ
る
。
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ
れ
た
背
景

は
、
や
は
り
召
命
の
減
少
に
端
を
発

す
る
後
継
者
不
足
の
た
め
に
、
戦
後

か
ら
今
に
至
る
ま
で
各
地
の
教
会
で

幼
稚
園
園
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
っ
て
き
た
司
祭
や
修
道
者
が
減

少
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

新
潟
教
区
で
も
今
現
在
は
概
ね
す

べ
て
の
幼
稚
園
や
保
育
園
で
司
祭
や

修
道
者
が
園
長
を
務
め
て
い
る
が
、

十
年
後
を
考
え
る
と
幼
稚
園
や
保
育

園
が
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
と
し
て
の
性

格
を
し
っ
か
り
と
維
持
し
て
い
く
た

め
の
方
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

菊
地
司
教
は
「
今
年
度
中
に
新
潟

教
区
と
し
て
の
幼
稚
教
育
へ
の
基
本

方
針
を
明
文
化
し
発
表
し
た
い
と
考

え
て
い
る
」
と
話
し
た
。

十
月
十
三
日
、
一
九
五
七
年
創
立

の
大
館
教
会
（
主
任
・
岡
崎
才
藏
神

父
／
秋
田
地
区
）
は
創
立
５０
周
年
の

記
念
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。

ミ
サ
に
は
菊
地
司
教
を
は
じ
め
秋

田
地
区
の
司
祭
、
小
教
区
代
表
の
信

徒
が
集
ま
り
、
２５
年
ほ
ど
前
に
献
堂

さ
れ
た
現
在
の
聖
堂
は
参
加
者
で
一

杯
に
な
っ
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い
感

謝
を
さ
さ
げ
た
。

大
館
教
会
は
創
立
５０
周
年

新新
潟潟
教教
会会
献献
堂堂
八八
十十
周周
年年

土
崎
教
会
と
幼
稚
園とも

に
創
立
５０
周
年

教教
区区
保保
育育
者者
研研
修修
会会

新潟教会出身招待シスターたちの聖体拝領

１４人の司祭で共祭ミサ

：】Ｓｅｒｖｅｒ／０７１１０３２６　カトリック新潟２３８／新潟教区報　第２３８号／第２３８号  2007.11.27 10.38.13  Page 



２００７（平成１９）年１１月３０日 カトリック新潟教区報 第２３８号（３）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
で
初
め
て
行
わ
れ
る
列
福
式
と
な
る
ペ
ト
ロ
岐
部
と
一
八
七
殉
教
者

の
列
福
式
の
日
程
が
、
来
年
十
一
月
二
十
四
日
長
崎
市
で
執
り
行
わ
れ
る
こ

と
を
司
教
協
議
会
列
聖
列
福
特
別
委
員
会
が
発
表
し
た
。

九
月
二
十
九
日
、
司
教
協
議
会
が

長
崎
大
司
教
館
で
の
記
者
会
見
で
発

表
し
た
こ
と
は
日
程
な
ど
で
、
ま
だ

列
福
式
の
会
場
や
開
始
時
刻
な
ど
詳

細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

司
教
協
議
会
会
長
岡
田
武
夫
東
京
教

区
大
司
教
は
列
福
式
決
定
に
よ
せ

て
、次
の
よ
う
に
談
話
し
た
。（
要
約
）

「
こ
の
記
念
す
べ
き
式
典
の
開
催

地
に
、
殉
教
者
ゆ
か
り
の
長
崎
が
選

ば
れ
、
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世

代
理
の
列
聖
省
長
官
を
迎
え
る
こ
と

も
、
ま
た
意
義
深
い
と
思
い
ま
す
。

新
福
者
が
殉
教
を
遂
げ
た
時
代

は
、政
治
や
社
会
体
制
、価
値
観
な
ど

が
、現
在
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
り

ま
す
。し
か
し
、人
間
の
基
本
的
な
尊

厳
と
信
教
の
自
由
を
守
り
抜
い
た
そ

の
生
涯
は
、
キ
リ
ス
ト
信
者
で
あ
る

と
否
と
に
関
わ
ら
ず
、
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
希
望
と
な
る
数

か
ず
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
ま
す
。

列
福
式
ま
で
あ
と
一
年
、
私
た
ち

は
、
い
ま
、
式
典
そ
の
も
の
の
準
備

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
の
教
会

の
偉
大
な
先
達
が
残
し
て
く
れ
た
遺

産
の
も
つ
意
味
を
じ
っ
く
り
と
深

め
、
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
期
間

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

五
月
十
三
日
、
加
茂
教
会
で
菊
地

司
教
を
迎
え
て
地
区
内
の
司
祭
・
信

徒
七
〇
人
余
が
参
加
し
て
地
区
信
徒

大
会
が
開
か
れ
た
。

こ
と
し
の
大
会
は
新
潟
地
区
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る

「
福
音
宣
教
を
す
る
教
会
共
同
体
で

あ
る
た
め
に
」
地
区
と
し
て
ど
の
よ

う
に
実
現
す
る
か
を
分
か
ち
合
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
。

九
時
半
開
会
。
地
区
内
の
諸
報
告

の
あ
と
菊
地
司
教
司
式
の
ミ
サ
で
始

ま
り
、
ミ
サ
説
教
で
菊
地
司
教
は
ア

ジ
ア
宣
教
大
会
の
「
イ
エ
ス
と
の
出

会
い
の
物
語
」
を
語
ら
れ
、
信
徒
大

会
に
期
待
し
て
い
る
と
強
く
呼
び
か

け
た
。

ミ
サ
後
、
ア
ジ
ア
宣
教
大
会
（
〇

六
年
十
月
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
で
開

催
）に
参
加
し
た
福
島
祥
紘
さ
ん（
新

潟
地
区
寺
尾
教
会
）
が
ア
ジ
ア
宣
教

大
会
報
告
と
自
ら
の
人
生
体
験
を
交

え
て
「
い
ま
教
会
が
現
実
社
会
の
中

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
な
の

か
」
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

午
後
は
九
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
か
ち
合
い
を
し

て
十
五
時
に
閉
会
し
た
。

五
月
二
〇
日
、
鶴
岡
教
会
で
「
神

い
の
ち

に
与
え
ら
れ
た
命
」
を
テ
ー
マ
に
山

形
地
区
信
徒
大
会
を
開
催
し
地
区
内

司
祭
・
信
徒
一
五
〇
人
を
超
え
る
人

が
参
加
し
た
。

大
会
の
基
調
講
演
講
師
の
シ
ス

タ
ー
渡
辺
和
子
さ
ん
（
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
清
心
学
園
理
事
長
）
か
ら
「
時
間

い
の
ち

の
使
い
方
は
命
の
使
い
方
」
と
題
し

た
一
時
間
半
程
の
熱
の
こ
も
っ
た
講

話
に
聞
き
入
っ
た
。

い
の
ち

「
命
と
は
、
私
達
そ
れ
ぞ
れ
が

使
う
こ
と
の
で
き
る
時
間
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
時
間
の
長
さ
で
は
な
く

質
が
大
切
で
あ
る
。
つ
ま
り
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
く
か
、
命
の
質
を
ど

う
い
う
も
の
に
す
る
か
が
、
人
生
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

人
生
に
は
失
敗
、
病
気
、
不
幸
な

ど
が
付
き
も
の
だ
が
、
信
者
と
し
て

そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
た
ら
い
い

か
。
普
通
な
ら
ば
誰
々
が
悪
い
と

か
、
何
々
の
せ
い
だ
と
不
満
を
言
う

だ
ろ
う
。
で
も
病
気
の
せ
い
と
思
わ

ず
に
病
気
を
し
た
お
か
げ
で
と
思
い

直
し
て
み
た
ら
い
い
。

ど
ん
な
不
幸
を
吸
っ
た
と
し
て

も
、
感
謝
の
息
を
吐
き
な
さ
い
」。

午
後
は
各
小
教
区
で
分
か
ち
合
い

を
重
ね
て
き
た
大
会
テ
ー
マ
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
、
菊
地
司
教
司
式

の
大
会
ミ
サ
で
閉
会
し
た
。

六
月
十
日
、
柏
崎
教
会
を
会
場
に

長
岡
地
区
信
徒
大
会
を
開
き
、
地
区

内
八
教
会
か
ら
三
〇
〇
人
近
い
参
加

者
が
あ
っ
た
。

こ
と
し
の
大
会
に
は
二
十
三
人
の

中
高
校
生
も
参
加
し
た
が
、
十
六
人

が
前
日
か
ら
一
泊
し
て
、
東
京
か
ら

参
加
し
た
シ
ス
タ
ー
（
マ
リ
ア
の
宣

教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
）
二
人

を
囲
ん
で
感
動
的
な
体
験
を
学
ん
だ
。

大
会
当
日
午
前
中
は
「
障
害
者
自

立
支
援
施
設
の
ジ
ャ
ム
工
房
白
根
」

を
経
営
す
る
山
崎

隆
さ
ん
と
「
一

八
八
福
者
殉
教
者
が
現
代
に
訴
え
る

も
の
」
と
題
し
た
マ
リ
オ
・
カ
ン
ド

ウ
チ
神
父
（
高
田
）
が
講
話
し
た
。

午
後
は
〝
地
区
小
学
生
夏
の
合

宿
〞
の
資
金
づ
く
り
の
た
め
に
、
３５

人
の
参
加
小
学
生
が
コ
ロ
ッ
ケ
作
り

を
し
て
五
〇
〇
個
を
完
売
。

総
会
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
同
体
か

ら
の
報
告
と
、
司
祭
共
祭
の
地
区
信

徒
大
会
ミ
サ
で
は
じ
め
て
二
人
の
聖

体
奉
仕
者
が
奉
仕
し
た
ミ
サ
を
さ
さ

げ
て
閉
会
し
た
。

六
月
十
日
十
四
時
か
ら
新
潟
カ
テ

か
お
る

ド
ラ
ル
で
古
巣

馨
神
父
（
殉
教

者
列
福
調
査
特
別
委
員
会
委
員
／
長

崎
教
区
）
を
講
師
に
招
き
講
演
会
を

開
催
し
た
。

当
日
会
場
に
集
ま
っ
た
新
潟
市
内

の
各
小
教
区
か
ら
一
〇
〇
人
を
超
え

た
参
加
者
は
、
い
ま
私
た
ち
が
抱
い

て
い
る
大
切
な
諸
問
題
に
多
く
の
示

唆
が
与
え
ら
れ
た
。

講
師
は
問
い
か
け
た
。

私
た
ち
の
信
仰
は
、
現
代
の
混
迷

し
た
時
代
に
、
何
も
役
に
た
た
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
、
今
の
社
会

に
役
立
つ
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。現

代
の
日
本
の
教
会
が
、
現
代
社

会
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
こ

と
は
何
で
す
か
。

教
会
の
本
来
の
使
命
で
あ
る
福
音

を
伝
え
る
た
め
に
、
日
本
の
教
会
の

あ
り
方
を
、
信
者
の
あ
り
方
を
真
剣

に
考
え
る
時
が
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

困
難
を
極
め
た
時
代
の
中
で
信
仰

を
愚
直
な
ま
で
に
生
き
抜
き
、
い
の

あ
か
し

ち
を
か
け
て
福
音
を
証
し
た
殉
教
者

た
ち
の
生
き
方
は
、
私
た
ち
に
励
ま

し
と
支
え
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

講
師
は
一
五
四
九
年
の
ザ
ビ
エ
ル

宣
教
団
の
日
本
上
陸
以
来
、
一
八
七

三
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
撤

去
（
キ
リ
ス
ト
教
の
黙
認
）
ま
で
の

三
二
四
年
間
の
日
本
各
地
で
の
殉
教

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
特
に
ロ
ー
マ

ま
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
歩

き
続
け
、
司
祭
に
叙
階
さ
れ
て
、
更

に
日
本
宣
教
の
た
め
に
母
国
に
戻
っ

て
江
戸
で
殉
教
し
た
不
撓
不
屈
の
ペ

ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
神
父
の
歴
史
と

新
潟
教
区
の
五
十
三
人
の
米
沢
の
殉

教
者
た
ち
に
光
を
当
て
、
さ
ら
に
殉

教
の
歴
史
の
中
で
名
前
も
知
ら
れ
な

い
何
万
何
千
と
も
わ
か
ら
な
い
殉
教

者
の
あ
る
こ
と
に
思
い
を
は
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
語
っ
て
、
参
加
者
の

こ
こ
ろ
に
響
き
、
明
日
に
向
け
て
決

意
を
さ
せ
た
二
時
間
の
講
演
で
あ
っ

た
。

列
福
式
の
日
程
決
ま
る

式
典
は
来
年
十
一
月
長
崎
で

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

一一
八八
八八
殉殉
教教
者者
がが
現現
代代
にに
伝伝
ええ
るる
もも
のの

山山

形形

地地

区区

殉教者のメッセージから学ぶ

長長

岡岡

地地

区区

各
地
区
で
信
徒
大
会

加茂教会に集う

新新

発発

田田

地地

区区

柏崎教会に３００人

鶴
岡
教
会
で
地
区
大
会
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米
沢
の
殉
教
者
た
ち

米米
沢沢
のの
殉殉
教教
者者
たた
ちち

二
〇
〇
二
年
十
月
十
四
日
、
ル
イ

あ
ま
か
す

う

え

も
ん

ス
甘
糟
右
衛
門
と
五
十
二
人
の
同
志

の
殉
教
遺
跡
を
発
見
し
た
神
言
修
道

会
の
シ
ュ
ヴ
ィ
エ
ン
テ
ク
神
父
が
、

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
十
一
月

二
十
七
日
に
米
沢
（
米
沢
市
館
山
口

町
）
の
民
家
の
一
室
を
借
り
て
聖
テ

レ
ジ
ア
教
会
を
創
立
し
て
か
ら
七
十

五
周
年
と
な
る
記
念
の
感
謝
ミ
サ
に

ほ
く
さ
ん
ば
ら

あ
ず
か
り
、
教
区
殉
教
地
の
北
山
原

巡
礼
を
果
た
そ
う
と
、
新
潟
・
秋

田
・
山
形
・
茨
城
の
各
県
小
教
区
か

ら
貸
し
切
り
バ
ス
な
ど
で
集
ま
っ
た

司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
た
ち
約
三
〇

〇
人
で
米
沢
教
会
の
聖
堂
と
前
庭
は

埋
ま
っ
た
。

感
謝
ミ
サ
は
、
前
日
に
体
調
を
崩

さ
れ
た
新
潟
教
区
長
佐
藤
敬
一
司
教

に
代
わ
っ
て
山
形
地
区
長
の
本
間
研

二
神
父
（
鶴
岡
教
会
主
任
）
の
司
式

で
さ
さ
げ
ら
れ
て
、
ミ
サ
の
中
で
米

沢
教
会
主
任
の
千
原
通
明
神
父
は
パ

ン
と
ブ
ド
ウ
酒
に
加
え
て
、
一
枚
の

額
を
奉
納
し
た
。

そ
れ
は
一
六
二
九
年
（
寛
永
六

年
）
七
月
二
日
付
で
米
沢
で
の
殉
教

を
ロ
ー
マ
に
伝
え
た
イ
エ
ズ
ス
会
の

ジ
ョ
ア
ン
・
バ
プ
チ
ス
タ
・
ポ
ッ
ロ

神
父
の
三
十
三
枚
に
及
ぶ
報
告
書
で

あ
る
。

そ
の
手
紙
は
非
常
に
詳
し
く
殉
教

の
様
子
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
米

お
も

沢
の
社
会
や
主
立
っ
た
人
物
に
つ
い

て
日
本
人
に
し
か
で
き
な
い
表
現
と

知
識
を
示
し
て
い
る
の
で
、
資
料
を

集
め
る
た
め
の
日
本
人
の
協
力
者
が

い
た
の
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

ミ
サ
に
奉
納
さ
れ
た
ポ
ッ
ロ
神
父

の
手
紙
は
ロ
ー
マ
で
原
文
の
ま
ま
完

全
な
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
の
コ

ピ
ー
で
、
ロ
ー
マ
の
許
可
を
得
て
初

め
て
公
開
さ
れ
た
が
、
三
七
四
年
前

の
殉
教
の
事
実
と
と
も
に
、
現
代
に

生
き
る
私
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

あ
っ
て
、
思
い
を
北
山
原
殉
教
の
時

代
へ
と
遡
ら
せ
る
。

が
く

ミ
サ
の
あ
と
巡
礼
団
は
額
に
納
め

ら
れ
た
ポ
ッ
ロ
神
父
の
手
紙
を
掲
げ

た
殉
教
者
を
表
す
深
紅
の
祭
服
姿
の

千
原
神
父
と
二
人
の
待
者
を
先
頭

に
、
教
会
か
ら
殉
教
地
へ
向
か
う
米

沢
市
街
地
約
２
キ
ロ
の
道
を
歩
い
た
。

北
山
原
で
は
十
字
架
上
の
キ
リ
ス

ト
像
と
左
右
の
聖
母
マ
リ
ア
と
使
徒

聖
ヨ
ハ
ネ
像
の
前
で
、
千
原
神
父
が

ポ
ッ
ロ
神
父
の
手
紙
を
示
し
な
が

ら
、
な
ぜ
米
沢
の
殉
教
が
感
動
的
で

あ
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
手
紙

が
ロ
ー
マ
に
届
い
た
の
か
を
語
っ
た
。

殉
教
の
当
日
、
一
六
二
九
年
一
月

十
二
日
（
寛
永
五
年
十
二
月
十
八

日
）
夜
明
け
ご
ろ
、
一
行
は
き
ち
ん

と
並
ん
で
道
に
出
て
、
先
頭
に
一
人

の
小
姓
が
聖
母
マ
リ
ア
の
旗
を
掲

げ
、
も
う
一
人
は
ろ
う
そ
く
を
持

ち
、
数
人
の
家
来
が
続
き
、
そ
の
後

に
子
供
を
抱
い
た
婦
人
た
ち
が
歩

き
、
老
人
が
続
き
、
最
後
に
ル
イ
ス

甘
糟
右
衛
門
の
順
で
、
殉
教
者
た
ち

の
行
列
は
北
山
原
へ
と
一
歩
一
歩
を

祈
り
の
よ
う
に
心
の
中
で
か
み
し
め

な
が
ら
進
ん
だ
と
報
告
書
に
書
か
れ

て
い
る
と
い
う
。

一
月
十
二
日
、
雪
で
覆
わ
れ
た
米

沢
北
山
原
で
彼
ら
五
十
三
人
は
喜
び

と
祈
り
の
な
か
で
す
べ
て
を
キ
リ
ス

ト
に
捧
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
多
く
は
武
士
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
中
に
は
家
に
仕
え
て
い
た

者
や
知
行
地
の
農
民
も
含
ま
れ
て
い

た
。
年
令
は
一
歳
の
幼
児
か
ら
老
夫

婦
ま
で
す
べ
て
の
世
代
に
わ
た
っ
て

い
る
。

男
性
三
十
人
、
女
性
二
十
三
人
。

う
ち
九
人
が
五
歳
以
下
で
あ
っ
た
。

『
こ
こ
で
死
ぬ
者
た
ち
は
信
仰
の

・
・
・

た
め
に
い
の
ち
を
捨
て
る
、
い
さ
ぎど

い
い
人
た
ち
で
あ
る
。
皆
の
も
の
土

げ

ざ

下
座
す
る
よ
う
に
お
願
い
申
す
』。

刑
場
に
奉
行
の
声
が
響
い
た
。
永
年

の
幕
府
か
ら
の
た
び
た
び
の
圧
力
に

抗
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
米
沢

藩
の
苦
渋
の
決
定
で
あ
り
、
信
者
た

ち
は
最
後
ま
で
好
意
を
も
っ
て
受
け

入
れ
ら
れ
、
人
々
は
そ
の
死
を
惜
し

ん
だ
。

米
沢
の
信
者
た
ち
の
特
長
は
キ
リ

ス
ト
の
教
え
、
信
仰
が
宣
教
師
に

よ
っ
て
拡
が
っ
た
の
で
は
な
く
、
米

沢
藩
主
上
杉
景
勝
の
名
将
ル
イ
ス
甘

糟
右
衛
門
信
綱
を
中
心
に
、
甘
糟
家

の
一
族
、
家
臣
や
知
行
地
の
農
民
の

間
に
も
伝
え
ら
れ
、
当
時
は
一
〇
〇

〇
人
以
上
の
信
者
が
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

一
六
一
〇
年
（
慶
長
十
五
年
）
頃

右
衛
門
は
江
戸
で
ル
イ
ス
・
ソ
テ
ロ

神
父
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
ル
イ
ス
と

名
乗
っ
た
。

右
衛
門
は
一
族
に
信
仰
を
伝
え
、

た

え

二
人
の
息
子
ミ
カ
エ
ル
甘
糟
太
右
衛

も
ん

く
ろ
が
ね
い
ち
び
ょ
う

え

門
と
ビ
ン
セ
ン
チ
オ
黒
金
市
兵
衛

と
と
も
に
他
の
武
士
や
そ
の
家
族
に

信
仰
の
種
を
ま
き
、
輪
が
広
が
る
ご

と
に
信
心
の
「
組
」
を
作
り
、
家
臣

や
知
行
地
の
農
民
の
間
に
も
信
仰
が

伝
え
ら
れ
、
共
同
体
（
教
会
）
が
確

実
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
右
衛
門
を

中
心
と
す
る
米
沢
の
教
会
に
は
お
よ

そ
十
五
年
の
間
に
は
司
祭
は
住
ん
で

い
な
か
っ
た
が
、
信
者
は
「
組
」
の

組
織
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
き
ず
な

を
保
っ
て
い
た
。

信
者
は
定
期
的
に
集
ま
り
、
霊
的

読
書
と
祈
り
を
土
台
に
、
み
な
し
児

や
病
人
の
世
話
、
貧
困
者
の
支
援
を

行
っ
た
。

く
み
お
や

「
組
」
を
世
話
す
る
組
親
は
求
道

者
を
教
え
、
葬
式
や
結
婚
も
司
式
し

そ
う
お
や

た
。
惣
親
と
呼
ば
れ
た
右
衛
門
の
説

と
の
だ
ん

ぎ

教
は
殿
談
義
と
し
て
多
く
の
民
衆
の

心
に
届
い
た
。
年
に
数
回
巡
回
す
る

司
祭
は
組
親
と
連
絡
を
と
っ
て
、
よ

り
高
い
教
義
と
霊
性
を
学
ば
せ
、
信

者
の
た
め
に
は
ミ
サ
と
「
ゆ
る
し
の

秘
跡
」
を
行
う
だ
け
だ
っ
た
。

目
覚
め
た
信
徒
の
い
る
教
会
は
自

立
し
、
感
化
力
が
あ
る
。
そ
れ
は
昔

も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
現
代
日
本
の

教
会
が
模
索
す
る
「
信
徒
の
教
会
」

が
す
で
に
米
沢
に
あ
っ
た
。

一
九
八
一
年
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ

世
教
皇
は
来
日
の
折
、
再
三
に
わ

た
っ
て
日
本
の
殉
教
者
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
。
そ
れ
を
機
会
に
国
内
国
外

で
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
殉
教
し
、
ま

だ
列
福
さ
れ
て
い
な
い
殉
教
者
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
た
。
日
本
の
司
教
協

議
会
は
こ
れ
を
時
の
し
る
し
と
し
て

捉
え
、
一
九
八
四
年
に
ロ
ー
マ
聖
座

の
承
認
を
得
て
「
ペ
ト
ロ
岐
部
神
父

と
一
八
七
人
殉
教
者
」
の
列
福
調
査

を
は
じ
め
た
。

こ
の
た
び
の
式
典
は
日
本
で
初
め

て
行
わ
れ
る
列
福
式
と
な
り
、
ま
た

列
福
さ
れ
る
人
び
と
が
す
べ
て
日
本

人
で
あ
る
の
も
初
め
て
の
こ
と
と
な

る
「
ペ
ト
ロ
岐
部
と
一
八
七
殉
教
者

の
列
福
式
」
が
、
来
年
十
一
月
二
十

四
日
に
長
崎
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
、
列
福
式
の
準
備
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
列
福
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
一
八
八
人
の
殉
教
者
の
う

ち
、
新
潟
教
区
か
ら
そ
の
中
で
は
最

も
多
い
五
十
三
人
が
殉
教
し
た
米
沢

の
殉
教
地
北
山
原
で
の
お
祝
い
会

は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
十
六
日
（
土

曜
日
）に
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

教
区
と
し
て
は
そ
の
前
の
一
年
間

を
特
別
な
祈
り
の
期
間
に
定
め
る
こ

と
や
、
小
冊
子
の
発
行
、
記
念
の
碑

の
建
立
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

菊
地
司
教
は
「
歴
史
を
振
り
返
れ

ば
私
た
ち
の
信
仰
は
、
初
代
教
会
の

頃
か
ら
殉
教
者
の
血
を
礎
と
し
て
築

か
れ
た
教
会
共
同
体
を
通
じ
て
受
け

継
が
れ
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
新
潟

教
区
に
お
け
る
教
会
共
同
体
も
米
沢

・
・
・

を
は
じ
め
各
地
で
い
の
ち
を
捧
げ
た

多
く
の
殉
教
者
の
血
を
礎
と
し
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
信
仰
の
先
達
は
、
神
に

対
す
る
完
全
な
信
頼
と
福
音
に
反
す

る
価
値
観
へ
の
完
全
な
拒
絶
と
い
う

生
き
方
を
、
現
代
社
会
に
生
き
る
私

達
に
模
範
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
そ
の
信
仰
を
受
け
継
い
だ
私

な
ら

達
は
そ
の
信
仰
と
姿
勢
に
倣
っ
て
、

新
潟
教
区
に
お
け
る
教
会
共
同
体
の

更
な
る
育
成
に
力
を
注
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
」と
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
教
区
報
編
集
部
）

主
な
参
考
資
料

※
米
沢
の
殉
教
者
／
結
城
了
悟
著
一
九
八
七

※
北
山
原
巡
礼
特
別
号
／
山
形
教
会
報

二
〇
〇
二
・
一
〇
・
二
七

※
愛
の
証
／
列
福
調
査
委
員
会
編

一
九
九
五
・
一
〇
・
四

※
ペ
ト
ロ
岐
部
と
一
八
七
殉
教
者
／

列
聖
列
福
特
別
委
員
会
編二

〇
〇
七
・
九
・
二
八

司
教
の
日
記
抄

「
若
者
た
ち
」
な
ん
て
呼
び
方
自

体
が
古
く
さ
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、新
潟
教
区
の
そ
の「
若
者
た
ち
」

の
十
数
人
が
、
昨
日
か
ら
今
日
に
か

け
て
新
潟
教
会
信
徒
会
館
で
集
ま
り

（
合
宿
）
を
行
い
ま
し
た
◎
教
区
の

担
当
者
は
石
黒
神
父
と
�
橋
神
父
で

す
が
、
今
回
は
山
形
地
区
か
ら
も
ワ

ル
ヨ
神
父
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た

◎
集
ま
っ
て
来
た
の
は
主
に
新
潟
在

住
の
若
者
で
し
た
が
、
秋
田
や
山
形

か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
◎
今
回

は
主
に
新
学
期
も
始
ま
り
秋
田
か
ら

新
潟
へ
移
っ
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
も
い

た
り
し
て
、
ま
ず
親
睦
を
深
め
る
こ

と
と
、
夏
の
集
ま
り
の
計
画
を
練
る

こ
と
だ
と
聞
き
ま
し
た
◎
し
っ
か
り

と
自
分
た
ち
で
い
ろ
い
ろ
計
画
し
て

い
る
よ
う
で
、
昨
晩
な
ど
は
な
ん
と

夕
食
後
に
自
分
た
ち
で
「
わ
か
ち
あ

い
」
を
し
た
り
、
今
朝
も
し
っ
か
り

と
起
き
て
朝
六
時
半
の
ミ
サ
に
参
加

し
た
り
、
た
い
し
た
も
の
だ
と
心
か

ら
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
◎
昨
年
末

に
も
新
潟
教
会
で
合
宿
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
教
区
で
同
年

代
の
仲
間
が
減
少
し
て
い
る
現
実
を

考
え
る
と
、
こ
う
や
っ
て
折
を
見
て

み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
是
非
こ
う
い
っ
た
集
ま
り
を

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

◎
教
会
を
中
心
に
し
て
気
張
る
こ
と

な
く
何
げ
な
く
、
み
ん
な
が
繋
が
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
理
想

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
の
人
に
、そ
れ
ぞ
れ「
な
に
げ
」

に
居
場
所
が
あ
る
。
そ
う
い
う
集
ま

り
（
共
同
体
）
に
育
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。（
教
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
二
〇
〇
七
・
五
・
五
か
ら
）

殉教地 北山原
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